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This is a report concerning the research of computational morphogenesis by the BESO method. The BESO 
method that is a technique for obtaining the idea to the evolution of the living thing, produces a reasonable form 
with erasing an unnecessary element of the structure, and the addition of a necessary element an external 
condition. It was improved to control neighbor radius in this study. 



























応力の式(1)と三次元モデルにおける Von Mises 応力の式
(2)を示す． 
 











: - 平面方向のせん断応力成分 
: - 平面方向のせん断応力成分 
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:step の形態における平均コンプライアンス



























Vk+1＝Vk(1－ER)         (5) 
 


























1.)             2.)              3.) 


























































































             (8) 























析結果 r1、近傍半径の設定が 2 のものを解析結果 r2 のよ
うに、近傍半径の設定が n のものを解析結果 rn と呼ぶ。 
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表 1 解析条件 
 
図 2 に示す，両端をピン支持された 20m×10m の空間
を設計領域としたモデルを扱う。荷重は設計領域の上辺
に等分布荷重 1kN/m を作用させる。なお、実際の計算は
対称条件を用いて 10m×10m とした 1/2 領域を 100×100
のセルに分割したものを用いている。本解析で用いた解
析条件を表 1 に示す。 
解析によって得られた最終的に収束した位相を図 3 に
近傍半径が 1 から 6 のものをそれぞれ示す。また、各解




r4 r5 r6  
図 3 収束した位相図 
 
図 4 PI 値推移 
 





























表 2 解析条件 
図 6 に示す，両端をピン支持された 20m×5m×5m の
空間を設計領域としたモデルを扱う。荷重は設計領域の
上辺に等分布荷重 1kN/m を作用させる。なお、実際の計
算は対称条件を用いて 10m×2.5m×5mとした 1/4 領域を
40×10×20 のセルに分割したものを用いている。本解析
で用いた解析条件を表 2 に示す。 
解析によって得られた最終的に収束した位相を図 7 に
近傍半径が 1 から 6 のものをそれぞれ示す。また、各解






ヤング率 2.1 × 10*7 kN/m2
ポアソン比 0.2






ヤング率 2.1 × 10*7 kN/m2
ポアソン比 0.2







図 7 収束した位相図 
 
図 8 PI 値推移 
 


































表 3 解析条件 
 4 章で用した解析モデルを用いて検証を行う。再解析
を行うモデルは r6 の解析で得られた最も PI 値の高い優
良解、step98 を初期形状とし、使用する。また再解析を
行う近傍半径は、このモデルで最も高い PI 値を獲得し
た r2 とする。r6 により獲得された形態を r2 で再解析を
行ったものなので、この解析を r6r2 と呼ぶことにする。




PI 値を図 11 に、各設定近傍半径の最大 PI 値を図 12 に
示す。 
再解析前 再解析後
PI＝87667.1972 PI＝94780.6023  
図 11 再解析前と再解析後の位相図と PI 値 
 







ヤング率 2.1 × 10*7 kN/m2
ポアソン比 0.2
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